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論文要約 
 
文章理解とは、そのテキストに関する一貫した心的表象を構築することである (van den Broek & 
Gustafson, 1999)。一貫した心的表象の構築していく上で、読み手がテキストに関する適切な既有知識を利
用し、明示的に書かれていない情報を生成する推論のプロセスは不可欠である。読解における推論の重
要性を指摘する第一言語 (L1) 及び第二言語 (L2) 読解の実証研究により、読解中に生成される推論の性
質や生成に関わる様々な要因が明らかにされてきた (e.g., Graesser, Singer, & Trabasso, 1994; Horiba, 1996, 
2000)。しかしながら、第二言語読解を対象とした推論研究は、第一言語読解を対象としたものよりも未
だ少ないのが現状である (e.g., Collins & Tajika, 1996; Horiba, 1996, 2000; Yoshida, 2003)。 
日本の英語教育においても、テキストの明示的な情報だけではなく、テキストに含意されるテーマや登
場人物の目標といった、必ずしも文中にはっきりと示されているとは限らない暗示的な情報を、学習者
が理解することの重要性が指摘されている。しかしながら、外国語として英語 (English as a foreign 
language; EFL) を学ぶ日本人学習者にとって適切な知識を活性化させ、文脈に応じて柔軟に推論を生成す
ることは時に難しく、浅い理解に留まってしまいがちである。 
本論文の目的は、日本人 EFL 学習者の読解において、テキスト要因及び学習者要因が、読み手の知識
に基づく推論 (i.e., 知識ベース推論) の生成に与える影響を解明することである。具体的には、物語文の
文脈的収束性や、アナロジーの読解前提示、学習者の L2読解熟達度などの影響を明らかにするため、次
の三つの検証課題を設定した： 
RQ 1: テキスト要因と学習者要因は EFL学習者の知識ベース推論の生成にどのような影響を与えるか 
RQ 2: 表層的又は構造的類似性を持つアナロジーの提示は、知識ベース推論の生成にどのような影響を
与えるか 
RQ 3: テキスト要因と学習者要因は、読解後の明示的なテキスト情報の理解へどのような影響を与える
か 
研究１では、文レベルの読解における、テーマ推論の生成を検証した。実験１では、協力者が二文一組
のテキストを読解し、テーマを表す一語に対する反応が測定された。また、読解後の理解を測るためテー
マ語を手がかりとした筆記再生課題を実施した。実験の結果、文レベルの読解では、テキストの文脈的収
束性やL2読解熟達度の影響を受けずに、文中の情報から適切なテーマ推論が生成されることが示された。
短文の表象構築は、離れた情報を統合する必要がなく、下位レベル処理にかかる負荷が少なかったこと
が影響したと考えられる。一方、読解後の文再生課題においては、テーマ語と文との結びつきが強い場合
に、最も多くの情報が再生された。つまり、文脈的収束性の要因は読解中の推論生成プロセスではなく、
読解後に記憶表象上にある情報を引き出すための検索プロセスに影響することが示された。 
 研究２では、文章レベルの読解における予期的推論の生成を検証した。協力者は、推論を導く強さが異
なる二種類 (i.e., 高収束性条件，低収束性条件) の物語文を読解し、先の展開を表す予期的推論プローブ
に対する反応が測定された。また読解後に推論プローブを手がかりとした筆記再生課題を実施した。実
験の結果、熟達度上位群のみが、文脈的収束性によって結末が強く制限されるテキスト条件において、予
期的推論を生成していた。また収束性が高まると、熟達度上下群共に、明示的なテキスト情報の理解が促
進されることが分かった。つまり、文章レベルの読解において、予期的推論は読解中に生成されるが、そ
れには (a) 文脈的収束性によって推論内容が強く制限されること、(b) 読み手の熟達度が十分であること
の二つの条件が必要であった。続く実験３では、生成される予期的推論の具体性に焦点を当て、質的分析
を行った。実験の結果、高収束性条件では、より具体的な内容の推論が生成され、推論生成に関わる情報
の理解が促進されるのに対し、低収束性条件では、曖昧な内容の推論生成に留まることが示された。実験
２・３の結果から、理解に必ず必要な橋渡し推論とは異なり、予期的推論は必ずしもテキストの一貫性の
維持に寄与しない。そのため、文脈によって推論の候補が十分に絞り込まれ、読み手も上位処理である推
論に割く認知資源がある条件下に限って、読解中の推論生成が起きたと考えられる。また、推論との因果
的結びつきが高いテキスト情報は、記憶に強く符号化され、保持されやすいことが示された。 
研究３では、文章間レベルの読解における情報の転移や知識の活性化を検証するため、アナロジーを用
いた検証を行った。実験４では、テキスト間で異なる類似性 (i.e., 表層的類似性，構造的類似性) を持つ
アナロジーをターゲットテキストの読解前提示を行い、テキスト間での情報転移や情報再生を測定した。
表層的類似性は、単語や単一の命題レベルの意味の類似を共有する同領域内のアナロジー (within-domain 
analogy) を指し、構造的類似性は、表層的には異なるが、複数の命題から成る因果関係の類似を共有する
異領域間のアナロジー (cross-domain analogy) を指す。実験の結果、表層的類似性のアナロジーにより、
情報の転移が起き、読解中に予期的推論が生成された。一方、読解後の再生課題においては、テキスト要
因と学習者要因の間で交互作用が見られ、構造的類似性の高いアナロジーの提示は、記憶内の情報の検
索と保持を促進するが、その効果は熟達度の高い読み手のみに限られることが示された。続く実験５で
は、実験４で示された構造的類似性の手がかりとしての機能に、さらに焦点を当てた。物語のテーマは、
登場人物の目標・行動・結果といった構成要素から導かれるが、手がかりとしてこれらの要素が一致する
構造的類似性の高いアナロジーを与えた場合の、読解への影響を検証した。実験の結果、テキスト間で主
人公の目標、行動が一致し、さらに手がかりテキストには結末を予測させる文を加えた予期手がかり条
件が、上位群・下位群両方の学習者にとって、最も効果的にテーマの理解や情報の再生を促すことが分か
った。これは、手がかり読解時に生成された予期的推論が、ターゲット読解に再活性化が起きたためであ
ると考えられる。特に下位群にも促進効果が見られたことから、予期的推論の情報は、読み手の心的表象
に強く符号化されていた可能性が高い。実験４・５の結果から、EFL学習者が複数の結末を予想しながら
読み進め、新たに得られた情報を根拠に一貫性のある結末を推論するという文章理解プロセスが示唆さ
れた。 
本研究から得られた発見は主に二点ある。一つ目の発見として、日本人 EFL 学習者は、二段階のプロ
セスを通じて知識ベース推論を生成している可能性が示唆された。第一段階として、読解中は先行テキ
スト情報や自らの既有知識と表層的に類似した特徴を多く持つ、様々な情報や概念が即時的に活性化さ
れる。その後、第二段階として、文脈的収束性や因果関係に関する知識によって、特定の推論情報が選択
され、表象へと符号化される。このような連想的なプロセスと方略的なプロセスの両方が起きているこ
とが示された。二つ目の発見として、読解前に関連するアナロジーを提示することは、EFL学習者の熟達
度に応じて、異なる影響を与えることが示された。熟達した EFL 学習者にとっては、読解後の表象にお
いて、個々の表層的な要素を削ぎ落した、構造的な因果関係の情報を手がかりとして、多くのテキスト情
報を再生させることができる。一方、熟達度の低い EFL 学習者にとっては限られた認知資源などの影響
により、それが難しい。しかし、文脈的収束性を高めたり、テキストに予期情報を加えるなどの操作によ
って、構造的な因果情報へ注意を向けさせることにより、テキスト情報の再生が促進されることが示さ
れた。最後に、これらの発見に基づき、EFL学習者を対象とした指導への教育的示唆と今後の研究への課
題について述べた。 
 
 
 
 
